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スウェーデンの首都ストックホルムでは、1990 年代以降 EU への加盟、新自由主義経済体制への移
行などをきっかけとして、高所得階層と所得の低い移民世帯や高齢者世帯の居住地が分断された住
宅地格差の状況が発生しています。この研究では、文献調査および住宅政策に関わる市議や研究者
へのインタビュー調査を通じて、その状況および影響を明らかにしました。 
高級化が進行した住宅地としては、中心部の利便性の高い、エステルマルム、バーサスタン、セーデ
ルマルムなどがあげられます。一方、1960-70年代に開発された郊外住宅地のヤルバフェルテットやフ
ェルシュタ地区において、移民や低所得者の集住が進行し低廉化した街として社会的に位置付けられ
るようになりました。こうした地区では、教育格差、失業、所得の低い高齢者世帯の集住など様々な問
題が出現しています。ヤルバフェルテット地区において、ストックホルム市はヤルバ 2030 と言う地域再
生計画を策定し、大学との連携による語学や職業教育の展開、コミュニティ施設の整備、住民組織の
強化など、ハードとソフト施策を組合わせることにより、住宅地全体の再生事業を展開してます。また、フ
ァルシュタ地区では、アーティストらによって始められた文化活動「コンストホール C」により地域住民の地
域への愛着が再構築された事例なども登場しています。 
 
研究シーズの応用例・産業界へのアピールポイント 
各自治体・地域における住宅セーフティネット構築手法の検討への参考となります。 
特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 
ストックホルム市の行政区 ヤルバフェルテ
ット等で格差化が進行している 
移民の街、ヤルバフェル
テットのテンスタ地区 
ストックホルムの住宅地格
差を報じた研究書 
